
経済撰計学会函料回全国拘会（2000年）：蹄I大字ｇＨ１Ｂｎｐ

ｌ０「統計の品質」蹟と統計制度の品質をめぐって

法政大学ｿ経済学細日本統計研究所伊聾阻一

要旨

統計の品質をめぐっての国際的姶駿は、現在注目するぺき齢点の１つであるとみて、第一に、そのｊｂ橡分野、

分野別の品質栴成要素を概観し、国際機関と主要国での統叶の品質をめぐる動向を紹介した。統叶データの品

質21P価の方法・評価者については艇つかの形があること、現在は、データの品質憎報をウエップサイトで公窪

するという状況であることを指摘した．第二に、特に、一国の銃叶活動・統計制度の呼価をめぐって、９０年代

目頭の乃巳丘Uwo“『による国別ランキングから、本年のスイス銃11-制度のカナダ患E叶家による凡grReWgwま

でを紹介し、銃HP制度全体の廓債践醸が活発化していることを指摘した．第三に、銃計の晶質をめぐる国B;Ｉ的

路最に関して、前鍵的t錘k点と、その酋霞の包括性をgWL衝し、また幾つかの弱点を揖摘した。簸襖に、日本に

おいてもこの分野での酋酸を活発化し、続計改善に対して国内的・国際的に貢献する必要を描摘した。
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国際銃叶界、nVmDQRS、Pms21、統計の品質銭、品質評価の対象領域、品質構成要素、品質i\価の方法・呼

価者・結果の公iAi、７７ieEtw7o耐fによる続叶制度ランキング、焼:f制度・活動の同業者による８月16両（P画RsviCW）

こで、一国の統計制度・統計活動・統計行政、さらに国

際統叶活動自体の品質も問題になってくる．

1はじめに

1.120世紀の最終４分の１世紀、さらに絞るなら,1990

年代と本2000年にかけて、国際社会では、国連の環魂、

人ロ、社会開発、女性、人樋会臓等を中心に地球規棋の

社会・種済１１３四の取り上げと追求が池み、これに対応す

る実に大掛かりな統計への取り組み【実質問題の砿認寺

必要原統計・掬楓・掴数の理箇的砿腿今統計の入手（有

無、データ入手の努力・欠蔽部分の推定）÷分析・解個ｉ

今政策立案（数位目標等の設定）今政筑実施の進捗度の

監視（数量的把握）十評価十以上はサイクルをなし,再び

冒頭へ】が進行中である．国連を中心とする国際樋関・

研究機関のウエップサイトでの銃Hfデータベースの充実

は199←2000年にかけてとりわけ急速である。国際続計

学界も上配の限題に対する銃叶の側からの取り組みにお

いて、2000年IAOSをもって、かなり歩飼を合わせるに至

った。これら実質社会問題への踏み込みと同時に、方

法・技術蹟的な革新も、特にITのtt会的iiF及､銃計活動

への導入を技術的29輿にしながら急速である（伊藤

1996）．

1.3本観告は、焼叶の品質をめぐる国庫酋箪蹉橿型Ｌ企

後、特に、一国の統計活動・統816制度の品質解i2iをめぐ

る動向を紹介し、改めて,統計の品質蹟融の肋地点と弱点

を＝メントし、統計研究者の取り組みの方向を示唆する

ことを目的とする．当初（発安要旨作成時点）は、主要

国での品質解&：i方法・公表について紹介・蹟秤すること

と、社会統計学の経過にひきつけて蹟じることを予定し

ていたが、主要国の動向については、本轍告の前半部分

で簡単にふれ、主に綻計劉度の呼儘をとりあげた。また

本鯉告全体が社会銃:f学のものとみて、改めて学問蹟に

は入らなかった。

２「統計の品質」をめぐるR白目20>Hf鉦、枠組みならび

に動向

2.1「統計の品鋤箇鐘とは、日本の社会銃Ｉｆ学で瞳じ

られてきた統計の真実性をめぐる瞳璽を大きく拡大した

ものである．それは、(､牛寵される統叶データのみなら

ず、銃叶牛詣過墨からＨ２布までにわたり、B3BE箇的側面

とlB1度飴的側面をふくめて、その品質を問うものであり、

②銃別#利用者のニーズの充足を改めて、8mし、③銃叶デ

ータを中心にその品質について（自己）秤iEiを加えて公

表までii凹もうとするものである．④この動きは、銃叶生

産物を一般の経済活動における生宝物と同じとみなし、

品質管理蹟（QcbTQc）を適用したものと見ることもでき

1.2国際統計界における急速な取り組みのひとつに、

「統計の品質」圏がある．１”0年代以前には、「綻叶デ

ータの娯差」としての検討が多かった。しかし、これを

「統計データの品質」として把握し、銃:fデータの配布

の形､利用者と生産者の密接な連携、プライバシーやデ

ータの駆匿性をも取り上げる中で、銃:f-データの広狭の

品質を規定するものとして綻叶活動全体が問われる。こ
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ろ．⑤目下の国漂的動きにおいては、これを銃叶生産昼

関がⅡ頭し、実原化弓rる形で迦んでいる．

日本の社会銃:十字は、（i)pE8f利用者の角度から銃計活

動を検討し、統計生函の賭ステップや諾形態に注迂を払

い、非標本蔑蓬2白を正視する、（i【)政府統計活動を国民

本位のものにする一統Hの民主化諭駿-11W報公開､プライ

バシー保裂、国民サービスの強化一、（iii)銃0f制度陰的

検肘視角を強化して、統叶箇凰を’1実に密若したものに

する、等の見地を正要と）して､銃叶データJや銃叶囲11【・政

策の検討に攻点の１つをおいてきた.この社会綾:f学か

ら見ると、銃叶の品質をめぐる国際統計界の動きは、こ

れまでの主張のかなりが含まれ、実原化してきているし、

陰駿が全面的に力みあう局面にきたと見ることができる。

この統計の品質2a鰻は、日本の社会統計学にとっては、

ある意味では､馴染みのものである。しかし、今日の国際

的動向は、日本での一般的曲騒にはない酋点をふくみ、

また包括的である。一定の蓄積を持つ日本の社会綻酬学

として、これら国際的励亀にどう関わり、さらにその成

果を日本やアジア、国際的な政府統計活動の改善に生か

していくぺき力､、も考える必要がある。

２４錠針の品質2台の枠l且みb68fの品質2台盟広以下の
分野をふくむ．

①品質U\f団（・管理）の対象：銃:fデータ像野牛諾週
租）、銃叶ｶﾛｺ吉呆、統計基軍等、銃Bf8J1度等

②肝価対象ごとの品質構成要素とその相互関係
③品BTF\価者と品質評価の方法

④品質評価結果の公表

⑤品質管理とその体別

このうち、①は（伊露,1999）でひとまずとりあげた

(図１参照）．図１（伊麿,1999）は、且roStatでの箇醸

を材料に、伊藤が自分の考え方を入れて作成した。すな

わち、その品質が問われるものは、まず、銃計生産物で

ある。これには、最終生産物である一次データと統計分

街データ（柑数、縫合2,エ統計、予測位等）がある．こ

れら絃８１１８t終生産物を規定するものとして、銃叶基軍や

綻叶（図五十分折）方法がある．そして、皖叶生産物の

品質を規定する銃叶制度・統計活動があワ、これは1国

レベル、国際的地域レベル、国際レベルで問われる、と
見たものである。

②も（伊藤,1999）でひとまずとりあげた一因２参照

図２は、その品質評価対象ごとに、品質構成要素を一覧

したものである．伊藤の墜理では、銃叶生産物に関して、

Eumstatでは、とりあげられなかった貝用を入れ、g885i

践的要素と制度的要素の次元を設け、綻叶別度に関して、

環塊配恵、民主制、統計労働者の労働条件などの項目を

たててみた．注意丙「べきは、品質構成要素間にはトレー

ドオフDOIN（随級住と正磁性、費用）があり、これが銃

Hf生産ごとの優先度の選択になることである。

2.2この践識が高まった１１F量と要因この蹟駿が盛んに

なった背2ｔや要因としては次の点があろう．①社会・遷

済変化-特にアジアの姪済危樹1-の中での銃叶データの

立ちi獣Lが、ここ20年間ほどH2暁したことへの不信の拡

大、②ｍｅ陸０，回jsfによる1990年代初１，１における各国

統計制度の評価とランキング付け(91/9/7093/9/11)のショ

ック、③i鰯f矛､１用者本位という零え方の拡大・閑Ｌ④統

計活動をめぐる顔塊賭条件の変化P予算削減、（生活猪条

件の変化に－部起因しながらの）統計活動への国民的檀

力の低痕⑤政府統叶活動の原理､銃Hf家の倫理等の原

則や綱領の1980年代後半EAI犀の樹立・碗麗・rUu、⑥政

府情報の公開恩4,の拡大､⑦８７価・点検･格付け思考の拡

大、③IT活用の拡大：インターネットの笹及､⑨1980年

代後半からの国際統計界での相互交漉の加速・強化－特

に、BCE/nmSTmOBCMRI､世界銀行グループ11U、多国間

および２国間交涜一【全体として西欧先過国主導であり、

問団によっては注意を要するし、日本からのかかわり方

が問われる】。

2.5国際楓関および主要国の動向_ごく概略的に－

(1)EuroSta上：EUrDstatは、この銃叶の品質に関して包

括的研究を遂行した。そこでの主な文献の幾つかを（伊

露：】999）で翻訳・紹介している．但し、これら文献は

ウエップサイトに公表されていない．

(2)その他国際機関一①11Ｆ（dsbb/i臣fborg/）．ｎＦは、

1997年に竹別データi2布Zgip（SDDS）を、1998年に-A且

データ配布システム（GDDS）を樹立し、最近「データの

品質参照サイト」（､QRS:thonam…MtyROforU`ro

slm）を閲成した．金HA危檀の中で統計の品質が問題化

した中で、統叶の利用者各自の必要に立っての2平価情報

を求め、データの改善を促進するためのものである、と
いう。

②ﾉﾂｲﾉW国2ノ（B(RtnershiPnUaatisMcsfbrdeveloF□ｍｔ
ｉｎｔｈＢ”0Century:両.Paris21.omg）．国連､世界銀

行,】唾0BCDによる＝ンソーシアムである．各国､地域､国

際レベルでの、うまく調整された効jiLdOな統叶的イニシ

ャテプを促過し、、遷済社会理事会に対して年次の腿

捗吠想」Ｏａ告を用意するために、会亀（j;MR的な開発政

策の韮礎としての続叶的力且強化(StDt1StlCBlCnpaCity

2.3統計の品質２３錨は9m分的には術にあった．現在の品

質姶霞でさかのぼって引用される文献には1950,60年代

のものもある．①しかし、銃:fifil用者サービス蝿客サ

ービス）、甲児者への銃B+データやその品質倒叙を公開

する恩ﾖｭの拡大は1980年代、特に1990年代以降のもの

であり、1990年代に曲殿は加速してI,､ろ．②国別には、

カナ共オランダ、オーストラリア、北欧、イギリス、

合衆国竿が先導しており、これに各国が0U2応している．

lＺ４



域DfdDn叉をめくる概念図･(繍叶的生塵物の品質の樹喚興粛、
および腕叶的生直物に影回を与える要因）
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B画1.,8)のための会鐘(l8J9JIOM1999)の鋤露fや参加堵fの
間での対話と会合を'四兜するために創成された。

③OECD/DAC似veloppubtA8sistⅢ】ＣＧＣ…ittee）による

ウニップサイトー「開発I荷tBlの目UII-戦略的目標21の指

標上朋発に関わる項目、すなわち、極度の貧困の削減、

初等敬存のｉｆ週化、ジェングー】Fh6F（初等/中等教葡、

乳幼児死亡、妊産蝿死亡、リプログクテイプヘルス現

塊の持銃可能性と再生産に関して21揖楓を提出し、１９９０

年前半の状旭を伝え、2015年（2005年もある）における

速成数位目楓を示している。注目すぺきは、この指標の

方法賎ノートで、カバレッジや､指標の限界を自ら公開し

ている点である．このサイトは、OECDmACj1996から出

発した．これ以降、貧困１Ｍ減に関して目標値が出され、

またシナリオ別jL通しを発表するにいたっている。

（３）若干の主要国の動向（カナダ、オーストラリア、ニ
ュージーランド、ＵＫなど）

①カナダ．カナダ銃叶局は、品質ガイドライン（第３

脚を抗叶活動実施に際しての品質目標追及に必要なガ

イドラインとチェックリストとして、また「公衆へのサ

ービスの遜甲」も提供している。ウニップサイトには、

「銃叶のデータの品質についての資料」楓があり、主要

綻叶1ｍ（00/OW10時点）データについて品質に関する幾

つかの項目（定曇、カバレッジ、対象、標本数等）を公

嚢している。（Ｓｌ且h5dcsCm8daol”8）

②オーストラリア。オーストラリア統計局は、銃計デー

タの品質に榊成要素とその説明を公遜し、品質評価の実

施に入っている．１９，５J,6年の国際収支と国際役y、月次、

四半)９１、年次の当初数位について「正弛性の主観的な格

付け」を与えている．Ａ誤差５％以下、Ｂ：５～10％未満、

CIO～１３％、、１３％以上、で28項目の数位を格付けして

いる。月次位は殆ど評価されていないが、四半期値は、

、が４，Ｃが14,Ｂが６，Ａが４であり、年次値では、、

が無くなり、Ｃが８，Ｂが12,Ａが７になっている

い唾mLnB四画｣o｢S仏ﾛ釘k3bl”8）。

③ニュージーランド．ニュージーランド銃叶局は、政府

伎叶の騒定啓（プロトーール）で銃Hf法にZ息づいて、政

府銃叶の生産に関わる10の原則を提示し、この原皀を更

に詳しくしたガイドラインを作成している．原理は、

１：サーベイの必:Hは正当なものでありデータ収集に際

しての費用と回答者の負担に位する以上であるぺき、原

理２８四五目的の明砿性・品質基ＩＩＢ、原理３８名医性・

プライバシー係圏、原理４：堅固な続叶方法、原理５：

一貫性、他のデータ源を利用しての関発受用の｣Ｅｕ化、

原理６：回答者に容易な因査粟、原理７８回答箔預担の

最刈化、ＤＫ理８：収集データの分折と報告における客観

性と専門住、原理９：収集された主な結果はすべての利

用者にとって容易にアクセス可能であり、アクセス椴会

は平等であるべき、原理１０：使用された方法、方法の脱

明、品質尺度は公開されるぺき、からなっている．原理

10での品質にかかわって、データの品質について、詳想

は、カバレッジ、回答率、標本娯笠、帰属計算の影巴d

他の主要な誤差源泉、時間的比絞可能性、他のデータ醜
との比較可能性､ベンチマーク設定と改定、をあげてい

る．同じく、方法に関しては、岡五の客観性、目楓母築
団と使用フレームとの差、使用された朋査票、データの

定製と分類、標本設計・標本退出と推定、収築方法、無
回答処理の方法とフオローアップの狸度、処理方法（＝

－デイング、データ捕捉）、ニデイテイングと冊属計算、
秘匿性保護手錠きの影懸、Ｂ平価研究、をあげる。これら

要素についての燗報1坪１用者が筒1Mに入手できるように

するぺきである、としている。これに基づくウエップサ
イト等での公表の状況を伊堕はまだF蛇gしていない

(StadsticsNcwZcaLn41911L

④イギリス。イギリスでは、1117年に小冊子「綻叶的品

質一チーックリスト」（GSS,1117）が、1919年に政府銃

計の方法盾シリーズNol4で『データの品質の測定と改

善」（VnndoEkl991M8出版されている．『チェックリ

スト』では､丁.Ｈ０１tが序曾で「この冊子は、我々の統計

に関して提供されるぺき１W慨のチェックリストを提起し

ている。このような愉鰍はデータの適切な利用にとって

決定的である．すべての皆さんが銃叶報告書と出版物を

細集するときに、これらのガイドラインを参照すること

を切に皿む」と語る．序文では、「綻計の利用者はデー

タの品質（目的への適合度）にアクセスできるhWuを必

要とする。利用者は、●データが収集され分折された状

況、●使用された方法と方法による限界、●数字の伯頒

性、●同じ対i頃についての他の利用可能なデータとの関

係、を理解する必要がある。……これらのガイドライン

は、報告や出版物において統計を毘述するときに考恵さ

れるぺき問題点のチェックリストを提供する」とされて

いる。

リストは、５大項目の下に13中項目があり、Ａ：目的

（中項目ｌ：目的一'1,ｺ91日４）、、カバレッジ(中項目３，

目楓母集団、餌査母築団、楓本プレームー印、Ｃ:デザイ

ン(中項目４、標本pH五、データの定製、データLu且方法、

データ処理-14)､ｎ分杼（中項目２，推定､個爾l住一,）、

E延長（中項目３，内的比較、外部比較、その他lWia-

4）として、合計40のチニックイqZI目と実際例を示して

いる。

1111年の報告書の著考VemRuddodsは、Ｅｋ府統計槻関

のｿ隣;【本誤差に関するタスクブォースのメンバーの１人

である。要約では甲1用者の必要に斌小の費用で応える、
正砿で、速報住を持つデータの提供が、政府綻叶の核心

である。この報告書は、政府統計の]EFH住の測定と改善

に焦点をあてている．（正砿性には、標本誤差と》HBI本

誤差の２要因が関わる）……この慨告香のタイトルは、

ｦH3l本誤差を腰Dの源泉とする見方から、ｿH31本碩差を

趾４損用で、速科1t生をもち正砿なデータを生産する意戯

的な決定の結果とする見方を受け入れることへの移行を

反映している」という．この鯏告害は、全体としては、

】２６



ﾖH2(木鼠差を詳細に検肘している．イギリス政府銃計局

の非t91本誤差の分顛は、この報告書によれば、１．非観

察による誤差：11カバレッジ鼠差、１２篇回答誤差、

２．測定娯差：2.1面後者n日差、型回答誤差､”装

匠（調査票）誤差、２．４方法（方式）誤差，３．処理誤

差：３．１系統頃差、３．２データ処理誤蓬、である。そし

て、この娯差のそれぞれについて、定壌、その大きさの

指標、源泉、その測定方法、その誤差を最小にする方法

を随じている。また｣攻府統叶甜機関における非651本誤差

を最小にするために実施されているプロジェクトの18の

実例を示している。

卜上での公開が綻計利用者のアクセスを容易にすると考

えて、b2Ob3のレベルを充実させようとしている．

３統叶制度の品質薗駿一若干の経過

図］で示した伊囲iの枠組みから画えば、－国あるいは

国際地域、国際の統叶制度も、統叶データの品質を正

接・間接に規定するとともに、それ自体について品質が

問われるぺきものである。統計の品質酌錨全体の構成部

分をなすものとして、以下、統叶制度自体をめぐる蹟駿

について若干の経過を示したい．以下に示す文献では、

銃叶あるい}土bE8f制度の品質という表曳が必ずしもある

わけではない。しかし、内容NU駝叶制度の品質を蹟じて

おり、銃計データの品質飴と深く関わっている．

亜品質評l西のレベル、BWLini者、方法およびその公表。

２．５で擬観した銃叶の品質をめぐる誼鰻や実際廷過に

関するさしあたりの観察から、２．４で示した統計品質麓

の枠組みのうち、③と④についてmilIiにまとめれば、次

のように言えるだろう．

(1)評価対象レベルblDdPEll-データについては、データ

利用の29本からみて、個々の公劃ビデータ別、あるいはデ

ータグループ別に与えられるぺきものである。任意抽出

鋼査における項目別の楓本数の遮いに対応する標軍誤差

率評1両、項目別の篇回答の違い、があるからである。こ

れらを基理にして、当政図迩の全体としての品質も野便

されうる。総合ﾂｳﾛｴ・分折結果そして中間生産物につい

ては、冬年憲物を全体として評価することがありうる。

敗終・中間生産物をふくめて、１国の統計生産物を緯体

として廓価することがありうるし、統叶生産物とともに

統計制度を、その品質栂成要素別に豚価することがあり

うる。

(2)D1MEi者。対４４別に、内部（自己）、同瞭（同業者）、

第三者、特に、利用瀞（NUI客）が呼価者になりうる。統

計データの品質の詳細は、内部（生産者）自らが把握し

ている点で、目下のところ自己評価が主である。

(3)解信方崖（i)さしあたりの国際的経験は、公表デー

タについて、その定瞳、方法菌、Ｚ回査の実際に照らした

憤慨を公表することにおかれている．（ii)その中で、標

寧誤差率や回答率等から生じる誤差（正砿性）に注目し

ての６～４段階評価（504,3,2,1,0,Ａ,BbCbD）があり、

(iii)正敏性以外の品質構成要素を加味した段階評価があ

り、（iv)評価揖成要素ごとにウェイトを与え、そのウエ

イトを演点として合計100点とする総合点致でみる方法

が見込まれる。この呼伍を評価者別に行い、解ｾﾞﾖi者ウェ

イトで縫合点とする〕冗尾もある．

(4)公表。以上の続叶データの品質捕縄あるいは品質艀衝

nW報の公85のレベルについてjﾛれぱ、ａ・各報告書・文

献でａ1.憎級を弦ど示さない、璽簡１１１に万可－６日3.群箱

に示す、ｂ・ウエップサイトで、ｂ1.示さない、ｂ２簡単に

示す、ｂ3．詳細に示す、とａ.とｂの各レベルの組み合わ

せがありうる．綻計主要国の品質１W報は、ウエップサイ

3.1ｍＥＥ上辺、"ぜ■r麓による主要数カ国の銃叶制度の評

価と雁M血づけ(1”1”年）

(1)７７be２ｍわ､b『麓がl”】,1ｍ年に主要国の銃lH舌動

について評価と順位づけをした。これが、1910年代の

欧米での綻叶の品質酋駿の促i世に一定の影騨を与えたこ

とは疑いがない．まず、ｌ”1年（９月７日号）の記卒で

は、金融市場が国の銃叶に関してズレを見るようになっ

てきた中で、ニーノミスト誌の「良い続叶の案内」も，

各国綻叶が十分であるとは見ないことを示している、と

いう。ここでの方法は、様々な国からの統叶家のパネル

にＯＥＣＤ主要10カ国について、各国が公5曲出た統計に

関してどの伯頗憧に応じて、ランクづけを依HBIし、他方

で、これを柚足するために、雑麓自体が、1987-89年の

四半期別GDP/GNPの改定率と速報の度合いを添えてい

る。パネルは、統計のカバレッジとｲH1ll性、使われてい

る方法、鮫もⅢ要なこととして、統計槻朋のin膣mivと

客観性を念頭においた、という。そのランキングは、①

カナダ、②オーストラリア、③スウェーデン､④オラン

ダ、⑤フランス、⑥ドイツ、⑦合衆国、③日奉⑨イギ

リス、⑩イタリア、であった．配卒は、パネルは全Ｆｈが、

カナダが首位であること、これに他の３カ国がつけてい

ること、イタリアが最下位であることに同なしたという．

そしてカナダ、オーストリア、スウェーデン、オランダ

について、国が小さいからではなく、鍋中型の優位住を

持ち、スウェーデンを除いて、法的1．由ウ幹力裸狂され

ていること、予算削減の中でも資源をうまく再配分して、

製造業からサービスへの移行に速やかにjけ応するなどそ

のfF案の質を保持しているという．これと対I孤的に、分

散型システムの合衆国、イギリス、フランス、ドイツ、

日本は、銃叶が大臣に伝えられる形をとり、政治の介入

をもたらすし、＝ンピュータや金Ｈ２サービスのような輿

随する産業についての新調査のための資金を得ることが

殿い､という．

（２）1993年（９月１１日）の妃矧Fは、１３カ国の主nF統叶

家とｎＶ､:などの国際機関の統叶家など20必にIlUI,､合わ

127



せ､３分の２の回答を得たという．パネルは統叶楓関の

客観性（因k治的介入からの自由度）、統計のI認i住､銃

計方法、サービス産業のカバレッジなど綻叶の適合性に

対応して,各国の統計についての判断を求められた．配

本は、この収位づけを補足するためと称して、GDP成

長率の修正％、速報性（GDPb工巣生函、消費者物衝と

貿易銃叶）、人p1qpOO人あたり銃9+家政､国民1人あ

たり銃Hf予算を付けﾌﾟｶﾛえた表を示した．

パネルによる畷b姓づけば①カナダ､②オーストラリ

ア、③オランメ④フランス、⑤スウェーデン､⑥位一

イギリス、ドイツ、合衆国の３カ国、⑨日本⑭スイス、

⑪イタリア、⑪スペイン､⑬ベルギー、であった。すな

わち．カナダ、オーストラリアがＩＤＩ位をI趨持し、スウェ

ーデンが順位を落とし、イギリスが９位から６位に大き

く上昇している．

記卒は、イギリスの復位は、中央銃叶局長にオースト

ラリア統叶局からＢｍＭＣとppmを迎え入れ、経済院計

の品質改善についての目標を達成するにいたった、とい

う．しかしイギリスは､合衆国とともに、正F自性と速報

住でNLEt善であるにも拘わらず、政１台的干渉を受けると

いう疑蔓が１つの理由となって、この』も位にとどまると

いう・合衆国についてば分散型で、サービス銃:f予算

を駿会がカットしていること、カナダ、オーストラリア、

オランダについては､集中型であり、政1台的独立性を持

ち、新分野への資源の伝換が可飽であること、オランダ

は＝ンピューク利用において、企巣から矼接データを収

梨するなど最先蝋を行き、環ＩＮＩ勘定でｿ8t大の前進をとげ

ていること、フランスは集中型ではないが、イギリスや

合衆国よりは集中度が高く、2-3年間のﾛ螺によって銃

計家を育てる自らの学校を持ち、サービス銃計では優れ

ていること、ドイツの銃計はサービス分野のカバレッジ

が国<、連邦A寵計の公表が遅く、殆どの銃叶は１日西ドイ

ツ地hRをカバーするだけであること、スウェーデンばく

大きなリストラ鮭:f局の予算の半分が、政府郡局に移

され、郎局Ｎｂ統計局からでも民間からでも統計を鷹入

するようになった．これは鼠争を取り入れるためであっ

た）によって、当面の影響はｷ曄的であり、貸金の見通

しが不明なため、将来計画を持てないでいること、尋を

指摘していた。

日本については、CNPの平均改定卒が0.8％と高いこ

と、問四点のユつば季2面ﾛ唾であり5年､(統叶ではなく

四半j9I伎叶にあることを指摘している。なお、10000人

あたワ錠叶家数と国民1人あたり銃ｌｆ１ら算瞳･日本ス

ウェーデン、スイスについては掲載されていない．

がWill函EudeYrieSである.以下､この2合文の主愛点
を紹介しよう．

ｍｅ陸“□且jsf苗のランキングは､世界中の政府銃叶家

に｢軽し、衝REbild凰hock)」を与えた．－方で､.何故自
分の国がとりあげられていないか､便わｵLた情報が不完
全で古いので、胴位づけば疑問であり不]EFhであるなど

の反応があり、このB76Hiは、表面的であるという点で広

いBgU量の一致があるが、この29噸についての堕騒は少な

い．そこで、一国の坑01t１度を評価するときに考えられ

るぺき、より包括的で体系的なチェックリストを提案し

たい、という．Ba文は第一部で統:H詞１度のZ平1頭３J目、第
二部で一国の銃叶データ豚衝の枠組みを示している｡
(2)統Hf制度に関する項目については、国家統計局と公

的国際鰯E計樋四のf追務として普四的に同窓を受けている

「政府絃叶の基本U蘭埋」をより操作的にするよう努めた

という以下の点を示し、それぞれについて一定の解脱を
している．

通則生、公平l生、同等のアクセスのfI冑業計画が適切
（relevant）なことを係圧する槻構の展朋

②銃叶生産物にjbける利用者の満足を評価する樋構の
・展開

③公平性（i■partia1ity）の装務の厳守

④銃叶結果にjMする政治的干渉からのｶｷﾞ故

⑤同じ条件の下での同等のアクセスという原理の厳守
専門住⑥専門性の体系的な推進と分かち合い

⑦統叶学的な基礎に基づく方法蹟の改善

③専門的基軍だけに藩づくサーベイの企画と方法函

⑨スタッフの剛陳と再811棟に対する体系的努力

⑩綻計の品質管理の体系的推進【品質管理が曳実の政
策問題とされ、また鏡叶の｢品質を向上させるために

（うまく文章化した品質管理ガイドラインの促迦を
ふくむ）体系的努力力K行われているか？」

醜明宜任⑪十分なメタ・データの体系的提供
⑪統計の品質の体系的提示

誤用の防止⑪醸叶のﾛ日用を避けるための亙要な利用
者(keyuserS)の体系的教育

要用効率住⑭最大可飽な「データ源泉ミックス」を
狼得するための体系的努力

⑮費用効率性を改善する体系的努力

⑯統計の連鍛金を改i厚する体系的男ﾌ，

⑰回答者ﾌﾞM且を軽城するための体系的努力

＠錠叶鈎予算/人ロ比率から見ての受用効率性

窃匿祖Ｅ⑬印刷出版物からの箆見防止のためのjUUlﾘと
実践

⑳冨見を防ぎながら、ミクロデータプアイルを供給R「
る方法の開発

統叶法規、銃叶齪の品質
、回鐇に麟実につきあう実践の展開
一国でのpH趣、国家の麟叶唾鱸の発展

国際的な醒・＠国識叶基甲の(柔軟な)厳守

3.2UllU国凪ユdeVhies(オランダ遇E8f応3Dによる銃gf

制度肝価､目(1998年）

(1)乃ＤＢ麺7画おZ時の曲解配本を受け止めて,一国の

銃lffI度の呼伍と一国の統計データ全体に関するF平価の

枠狙み（B7f園項目）を,正面から菌田しようとしているの
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国際銃叶陰力④国際続叶笛力への参加
原理にもとづくこのアプローチDK、倭れたあるいはよ

り良い銃H-倒度についての其の指標を作っているかどう

かについての疑問が、もっともなことであるが､｡出され

てきた、という．すなわち、この扣標による高得点の杭

:l･制度は、高い倫理住と専門性の基姻を持ち、多様に斌

善の作案に努めるかもしれないが、それが、優れた、適

切で連6日住のある綻叶の生璽を係唾するのか､_という問

題である．これに対してdoYrlesは、その答えは、おそ

らく『係圧しない」が、それにもかかわらず、自分の柑

擦での良い点敗と生産物から見ての成功している統計制

度との間には高Iﾊ正の相関があることを醜伯している、

ということだという。

（３）銃叶データについて．(2)でふれた原理は大変優れ

ており、銃叶制度の改善には1i7ihだが、より､H2画となる

のは、その国家綻叶局が良い錠針金年志しているかであ

るとし、幾つかの亜要な統計に関してその質を考息にい

れなければならない、という．そして、その五要佳は疑

問の余地がなく、すぺての統計I岡IgEが生産している続叶

として以下の10をあげ．その質を問う。

①年次国民勘定､②四半期国民勘定、③労働綻叶（特

に月次ないしは四半期別失業申）、④Ff得分布銃叶、⑤
､‘

基本的人口統計、⑥外国貿易銃叶、⑦２１琵物iﾖi指数、⑥

サービス郎門続叶､⑨ｒ章牛蕗鋼数、⑩消費器物債描塾

(4)deVriesは、以上(2)と(3)のリストは、各国続叶制度

の凧位づけI鍋ﾘとして、得点をつけるためのものではな

く、主な意図は体系的な「自己F平価」のiii兵として提案

するものだ、という。そして、何らかの比紋をするため

にも用いることができるという．これに対して起こりう

る批判として、これらの頭目は、相互に独立的はない、

例えば、優れた綻叶法規を持つ国は、種匿住と政i台的干

渉からの解放において優れている、があろう。しかし、

「項目間の相互依存は、個々の項目の得点を意味がない

ものであり、その相互依存によって、全体的結果のﾛﾖﾜ

が大きいというものではない」というのである.この点

が受け入れられたとすると、残る問題は３つ､←すなわち、

ウエイト、与えられる得点、躯が点をつけるか、である。

リストの項目は、明らかに同じ虹要住を持たないが、

各項目にウェイトをどうつけるかについて同意Ｒｒること

は不可能なので、単純に等しいウエイトを与える．

点致についても同じく単純に、「大変良ｗ＝5、．｢良

い」＝４，「笹通:raim＝３，「弱い：PCO可記､.｢非常に

弱い」＝１，（「空白」＝o）とする。

験が採点するのか、に関しては、爽瞭には､国家続叶

局の上級管理者（たら）が、自らの樋関のパフォーマン

スについて、各項目を判断する位置にいる、というdde

vriresNLこの点についての注で次のようにいう．もっと

良い選択は、自己評価でなく、他の国の統計家に採点を

蝉８Jすることであろうがざ実際には､このためには、採

点者践多力､ｵL少な】08ｵL演足の行く形で、多くの資料を収

集し、研究するという非常な努力を要することになる、

としている。

以上によって｡最高得点は、原理に基づく項目が125点、

実際統計についてが50点になるが、監督｣齢9K採点したと

き、それぞれについて100点と40点であれば、非常に良

い（too8ood）のであり、おそらく自己満足できるもの

にはならないだろう、という．

麺カナダ銃計家によるスイス銃計制度の評伝COCO㈲

（svvis3Fcdごzls画範calO6m弱､2000）

(1)2000年６月つけのスイス統計局長C極loMda囚、■の
まえがきを持つこの報告書は、伊藤の検索では、2000年

８月後半に、、征のDQRS(後述)に関連践文として斬たに

丑場したqAOS2000で田子が墨暑）．ｄｅＶ広己によ

る、１国の綻計制度を他国の統計家が評価刊rることは実

際には鮭しいという観方を越えて、カナダの銃叶家が、

スイスの続計制度を診察したのである。点数を与えては

いないが、勧告を提出するという形で行われた．今後話

皿にされ、様々に引用され・参照されるぺき文献である。

報告書は、序姶（cAbLg迄ｍによる）、要約、Ｉ舞

台の設定｡Ⅱ事実と発見、、感知されたこと、Ⅳ

勧告、という本飴部分に、付録として、１．被面接者リ

スト、２．外部のl安西後者への質問、３．内部の塗商接

着への質問、４．同僚による検討の方法、５．スイス続

計制度図、そして、検討者の略歴、からなっている．検

肘結果もさることながら、どのような基串にたち、何に

注目して検:1が行われたか、また検討の方法、こういっ

た検肘が、どれだけ客観的に行われ量け入れられ、生か

されるのかが注目される．

2000年６月の日付のあるスイス連邦忠E計局長C曲K1o

Mah囚垣面による序文によれば、連邦続計局のl999L2003

年叶画は、制度全体の改造をも合tfもので、この変化は

体系的検討に基づくぺきであり、国際的な銃8M$IBU統計

家の竪駿と専門性によることが不可欠と考え、カナダ統

計局と局長を先厘者とみなし、依薩iすることにした．こ

れによって、スイス絞叶局は、カナダ銃叶局長をISfF間

にわたって勤めているＩｖｍＰ睡ncgiと同じく前カナダ際Ｅ

計局上級磁貝であり、国連や幾つかの国の臨時庫その他

を励めているJacCbRytmに呼価を依頼した．検討の6餌;ｉ

事Ziは、一つには、現在のスイス統計制度、そして特に

スイス連邦綻計局の強みと明点を砿認し醜明すること、

二つには、その状況の改善を狙った提案と勧告をつくり

あげること、であり、この評価は公開されることが検肘

者との間で同意された．提出された勧告をスイス銃叶局

はとﾜﾝu､､ｽｲｽ銃Dfｶﾞｦ】皮全体としても､それぞれの
宜任の範囲内で勧告を実魔し、琴感することになる・Ｇ

Ｍ凶a8up面は、スイスでは初めてであり、世界でも初めて

のものであり、この種の行為はどの銃８１制度にとっても

必要なものと考えている、と鴎っrいる．

（２）Ｉでの検8寸者のK2明NL以下のとおりである．
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「１．連邦銃8f局は堅実な織哉である。それは、専門

性において有能であり、ときとして不適切な政治的干渉

があったにも関わらず、IFR府統計の倫理に関する観察に

よれば良心的である。われわれは､連邦統gWFiが社会の

意思決定者にとって適切で有用なものを生産し、解脱す
ることを望み、熟心であることを見出した。

２．錠:h醗鼠は幾つもの特徴を持つ。有用であるために
は、それは信頼されるものでなければなら

ず、侶頼されるためには、実質的で明確な独立l生につい

ての非常に多くの手段を必要とする。自律性の明らかな

あるいは実質的な欠如は、政府統計家の排他的な特描餌

域であるぺき領域への干渉を受けやすいことを意味する。
そして、ひるがえって、そのことは、その事業、スタッ

フの客Ini生、彼らの生産物の公衆一般による受け入れを、
最もひどい形で台蒸しにする。

・われわれは、連邦省内の多くの部門の一つである続叶

局は、十分な自律性を持っていないと建議する．われ

われは、制度と法律の性格の点でより徹底的な変更を

とげるぺきであると勧告する。われわれは、連邦統計

局が第３の領域に位置する槙関になるのが良いという

考えを抱いた。この意図は明砿だろう。すなわち、局

に蝿t大阪の行政的・実質的独立性を与える地位につく

ことは、予算の大半が－全てではないにしても－術に

連邦から来ざるを得ないことを実現するからである。

新しい地位を受け入jfしる際に、資源について出発点で

の若干の削減の要求があるとしても、そういったﾘﾘﾘ減

を受け入れるというのが、われわれの確侭である．

われわれは、この勧告の採用は、われわれの第３のＭ１

題（品質と客観性への信頼国に答える最も効果的な方

法であると主頚する.、

３．統計機関の活動は、社会的優先度の概念とそれを満

たす効果的な手段の用P便に対応しての異な

る週択肢の間での選択を反映する．ｉｉＵ合する活動の中か

ら、純粋に客観的仕方で選択するための既存の方法はな

い。しかし、この選択は、異なる週択肢のウエイトづけ

と岐駐の選択を導いた箇賎とともに見えるものでなけれ

ばならない．

・われわれは、連邦統計局は、今日まで行った疑いの儒

い迫歩にもかかわらず、多年にわたる計画の枠組みを

つくる際に、方法、範囲、可視性､透明性における大

きな強化が必要であると連蟻する．

われわれの報告書の全体が、この点での具体的lib告にな

っている。

・われわれは、計画活動をより効果的に－資源の移動と

補強における柔軟性一するために必要な装置は、より

独立した行政的地位の中では、より容易に護得できる

と飴じる。

・われわれは、ウエイトを狐駐された煤Hgと統計委貝会

の審殿の範囲は、統叶局長に対して最善可能な優先度

①銃:f筏l関についての批判的検討には、０錨会によって
画接的あるいは間接的に命令されて行われる形（例：合

衆国でのCPIに関するポスキン委員会、イタリアの国民

勘定に関するモーサー委員会）、（u)法律あるいは規則に
よって定期的に行われる形（OECD地域に例がある）、

③これまで例が篤かったもので、統計局長が法律や規則
や議会等からの指令なしに、検肘することを決定する形、

がある。この報告は(3)にあたるもので、こういった検討

は今後も行われることを期待したい。

②検討の基軍は、Fdlc8jの効率的統叶システムに関する

テキストでは、

第一に、生じる必要…に対するKNR歴において、制度は

どれだけjtjjt:的（Bd叩tjbljであるか、

第二に、クライエントの（既存の）必要に対応する点

で、どれだけ効率的（cHbGnvc）か、

第三に、…品質と…客観性の見地から、この制度はど

れだけ(醜il（ppdmbuできるか、

であったが、スイスの銃11+制度に関しては、上の問題を

次の要因に関してとりあげた。

・法的・制度的環境（法律、統計審駿会、槻関配置、

局長の地位）の堅実性（solidi9D。

・連邦綻叶局の生産物に伴う質的属性の信用住

（bu詞ptm零）（堅実なサーヴェイの方法蹟、

個別データの絶対的な秘匿l生保護、回答者のプライ

バシーの尊亙）。

・連邦統計局長が自由にあやつれる措極の大きさ（予

算の権限､職風の移動性、枢力と情報lmU熟へのアク

セス、分析的フィードバック）。

。より効率的な管理とクライニントヘのより良いサー

ビスを追求する点での、OPSが関発した装置の十分

性（adc印四吋）懐用についての1鱸l、透明な計画過
寝､分析的生産物、結問婆貝会、利用者に与えられ

るアクセス）

これらの基軍にそって、面接における質問は、外部関

係者に関しては､事実関係４項目、意見関係で勧告をふ

くむ４項目、内部の関係者に対しては７つの大項目で４０

問であった。

③検討の方法は、連邦統計局が提供した膨大な記録､銃

計の主要な利用者との11回の面接､連邦統計局の局長を

ふくt､職貝との16回の面接からの怖級によっており、外

部の利用者から示された問題の要旨は、銃８１領１度の十分

性と効率住についての像をえがくためのものであった、

という．

検９１結果を見ると、面接者からの回答には詞費を受け

ながら、解価者なりに、提出資料に基づいて、制度の効

率住、構造的特徴、法的規定ごとに、ひととおりの検肘

を行っている．

(3)WF案:恩定と勧告を、報告書の目頭のまとめを抄訳・全
訳して示すと以下のとおりである。
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の選択をするのに必要なアドヴァイスと支持を与える

ように、同一歩調で拡大するぺきことを勧告する。

これらの塵力を護符する中で、スイス銃８１制度はわれ

われの第一の問題に答えるには、はるかに装億されるこ

とになると考えている。

４．その国の経済、社会、堀#Zに関するi攻府統計が効果

的であるためには、測定する主題に関して，

内的に連携していなければならない。このことが、伝統、

技術的文献そして究極に常職の適用が、政府統計が良く

統合された機関を形成することを示す理由である。さら

に、統計が真に効果的であるためには、統叶がその利用

者に対して、数え上げやサンプリングや勘定表のバラン

スという簡単な結果としてでなく、要因と結果の数量化

と関連付けや、予想可能な限り予想外のことを持ち出す

ことからもたらされる知的な洞察の合計として伝達され

るぺきである。

・われわれは、最大限の甘葉で、連邦統計局は、自由に

しうる殿大阪劫果的な手段を－それがスタッフのﾛ１１棟

であれ、研究櫨関との共同作業であれ、－－時的な卒

業ではなく、規則的なものとして、利用しながら、そ

の分析能力の改善に向けて頑極的な歩みをとるぺきこ

とを助言する。われわれはさらに、この分折能力は、

体系的に展開されるぺきこと、それは連邦統計局が扱

う全分野に拡大されるぺきこと、その結果はスイス統

計制度の他のメンバーすべてに対するモデルになるぺ

きことを肋目する。

われわれは、そういった装備を持つ局だけが、わｵLわ

れの第２の問題に回答しようとするときに、瓦に果たす

ことができると考える。

５．カナダと同じように、スイスは、歴史的に多大の自

律性を享受し、地方の経済的ならびにtt会的政jfiを追及

するために統計憎報に対する正当な要求を持つメンバー

からなる連邦である。しかし、銃叶情報の効率的な発展

は、中央政府と地方政府を分砿する境界を知らない．こ

の理由から、われわれは、上の２で勧告した組織は、共

同f信業があまり－方的にならないように収集と分祈をふ

くむ幾つかの基本的統叶Ｚｆ圧を持つ連ｿＷＨの単位である

ぺきことを示唆する」（Sw世sFbd■jSta回sHcalO6B亀2000,

pp7S)。

幾つかの綻叶分野については、国連銃叶委貝会から世界

銀行グループ＝OECDへ移行しているように見える。こ

の築団が、実際に、国際撹関の中では相対的には大きな

資源とネットワークを持っている．国連壁撞凹と遮って

合衆国による納付金をテーにした揺さぶりやリストラ要

求に見舜われることも少ない。先迫国グループとしての

指導性とも見えるが、他方で世銀＝、P（西欧）本位の

統叶活動である側面があり、アジアや途上国６草の根的

視角が無視・軽視される可能性、ＮＧＯのうちでも準政府

的ＮＧＯが強化され、草の根ＮＧＯが排除．無視される可

龍性に園意することが必要だろう。

（２）呼価主i遇の一層の進展一評価・格付け・jUi位づけの

随盛のプラスとマイナスー。市溺経済のグローバル化が

遡む中で、企業、銀行、さらには国家の危険度の格付け

や評価が地ぬられ、幾つかの分野で従来から行われてい

た開Plﾖi・格付けがこれに重なり、ロ平価・格付け．、i位付

けが多くの分野に広がってきているように見える。本報

告で紹介したThBEccm匝臼tによる主要国統9f制度の順

位づけも、その一環とみうる。このUW2価は、－A史的には、

評価対象となる活動・生産物の品質向上にとって不可欠

と甘えるかもしれない。その評価が、レベル評価、鍵合

点、あるいは〃i位付けで与えられるときには、わかり易

さがあり、話題住・アピールカも持つ．しかし、また評

価対寸１２や分野次第では、その客観性においては問REIを残

しながら道tH5I向もある。

その鱗弱点は、鞄合点評価に持ち込んで順位付けに及

ぶ形である。一般に、幾つかの異質性を持つｊＵﾌﾟ膜につい

て、異質な側面や次元について点Bkづけをし、輯合点に

まとめ、（さらに順位づけ）するという評価方法につい

ては、その妥当性に関して注意が必要である．選択項目

（選択項目の妥当性、項目間の独立燭、ウェイト、縫

合化の是非、順位付けの是非、これら評価ＩＦ案の改善

（政策）との連携、ミスリーディングの危隣等である。

伊亜の見解では、経済企画庁のいわゆる「丑かさ指標」

は、政策改善とは連携しないままの税金の舞肚随宜I,､計算

のケースであるし、UNDPの人間開発指致、ジニングー

関係描楓、人間貧困指数も、統91学的な根拠を持たない

まま、世箇へのアピールJや刺iiiを優先して走り出してし

まった国際的な例である。【このUNDP相121をめぐって

は、UNDP一関発の国連関係活動家と国際統計界の最初

の対面・対決が、2000年９月4戸8日のIAOS（スイス・モ

ントレー）のハイライトの１つであった。人間貧困指数

については、伊藤の19”年度今91操今9国布瞳文歩鳳そ

の他UNDP指揮についても蹟評を加えた践文を提出済み

である（近他蘭日所収【近刊】、伊藤「世界の貧困にBOする

銃叶一世界愚行とＵＢｍＰの統計を中心に－」）．但し、

UNDP指標をめぐる科学的要錆と運動圏的要求の当面の

一見したところの対立については、これをときl玉ぐう菌

殿が必要である肌

４統細■■の品fHXaについての若干の＝メントと今

後の課題

以上２と３で国pH的動向を示した。これについて以下

＝メントし、我々のこれら動向への対応やl果題を考える。

まず４１でも〒1国的に国UR統叶li力向における最近の幾つか

の特徴点を指摘することからはじめる．

４．１国際統計動向における幾つかの注目点．

(1)国際統計活動における世界銀行ｸﾞ汎一プ･ＯＥＥＤの
リーダシップの強化。国際ﾙﾋﾞ計活動のリーグシップは、

]制



会での把握が、我々の鎗駿参加によってではなく、効率
性と顧客mrUUおよび評fEi・格付けの圧力の下でと思われ

るが、一般的留厳になりつつある．この点でも，国際蹟
錨は当学会での胎議とかみ合う。

(3)統叶データの品質飴での問題点。多くの蹟者がこれに

関わる中で、統計の品質の構成要素に関しては、大きく

は一致しながら、姶者によってばらつきがあり、また並

列的に語られているきらいがある。伊藤は、統叶データ

鮫:h最終生産物）を核に、中間生産物。銃Bf制度にわ

け、統計データに関して、麗職瞳的要素と制度的要素に

区分してみたが、立ち入っての趙詮はこれからである。

これからの方向として政視ずぺき点の一つとして、統計

データは現実の描写一例えば貧困の状況の描写一から出

発して、その現実をもたらしている直接的・間接的要

因・原因そして背紫にどれだけ迫力をもって迫れるか、

のHIHﾛがある。世界の貧困を例にとると、貧困状旭を寿

命・臓宇率・生活水準をもって描いた上で、これをもた

らした当該国の保健サービス、敦育の立ち遅れ要因等か

ら、さらに先巡国多国籍企業による途上国の軽済的支配

構造や途上国の階ＩＥＩ・階層構造による開発政策の盃み、

世界鉦行・nvnFグループによる福祉切り捨て政策瞬導な

どの政策の問H且性等にどこまで明らかにしているかであ

る。これらを銃叶指標化して追求することは、目下，国

際的続叶活動を主導しているように見える世界AR行グル

ープやＯＥＣＤに多くを期待できないだろう。これら国際

樋関の活動を支える予算のかなりを我々が支払っている

点からも、要求すぺきではあるが。

統計の晶質姶議も醇価蹟錨をふくむ。ここでは、この

品質評伝践議が、銃叶データ・統叶活動を利用者本位の

ものとして高める点でどうなのか、を基礎に検討される

ぺきである。そこでは、先にかかげた品質蹟議の対象ご

との、特に品質構成要素をどう見、要素間のトレードオ

フ関係を考慮しての選択をどう見るかが遮要である。

3)国際的およUQ各国政府機関そして統9M;Ｉ関においても、
機関0mの理解を公開して、広く一般からの意見を璃取す

る形が広がりつつある。2000年合衆国人ロセンサスに向

けてのcd回鍾b'分類への意見公扉、世界銀行『世界開発
報艶（2000年秋出版予定）の出版11カ月前の原稿公表

と意見公募、などは典型である。今後、この形は一般化

する可能性がある．この掛合、観閲側が、意見・批判を

公募したにもかかわらず、批判者が意見を提出しなかっ

たという形での批雑↑段の可能性がある。また提出され

た意見・iib1Uが何であったかと機関側の対応が不明砿な

まま、また有力な批判意見が全体の中に埋もれてしまい、

あるいは一面的に集約され、あるいは予防線をはられて

樋関側の主喪が通される可能性がある等の危慨がある。

この点は、こういった扱いを防止することを求め、ある

いは批判することで克服できる可能性もある。これまで

各国ＮＧＯは国連諸会駿に対してカウンター・レポートを

提出してきたが、国際撹関・各国機関への反対・対抗す

る見解がある掛合には、より一層敏速に;d応する形が必

要になってくる。騰叶）研究瀞や研究会・学会はこう

いった体制を持っているかが問われはじめている。

4ユ統計データの品質をめぐって

(1)銃:fデータの品質をめぐる国際玲議は、統計収集結果
である１次統計産物についての正砿性および擬念麟川

流では信頼I生）をめぐる飴亀から、統計加工j吉果として

の生壷物をふくみ、またデータ内容だけでなく、そのデ

ータの速報l生や利用者のアクセス可能性、経済性をもふ

くめた広い範囲を対象に入ｵL、それら栴成要素間のトレ

ードオフ関係の存在とそこでの選択をもH2虚して展開さ

れている。ここにとりあげられている対象、要素は、も

ちろん個々的には、これまで、日本でも検討されてきた。

しかし、品質菌として包括的に蹟議されている点では、

これまでの蹟議をどえていると見うるだろう。賎駿の内

容は、日本の本学会でのこの分野での従来薗議と深くか

み合う点を多くふくんでいる。

(z)蛤議の対象範囲が広くなった理由の１つは、統計利用

者を、それも国家の政策立案者から一般大衆にまで広げ

て丘視し（Ｃｕ傘､壷ご価cc､ロ■ね□■r9ans色cnc田、暉匪

Cr画妃｡､usﾛ垣i□d肌q6mm8pvロ四面■us麺spcsOo

PUbIjC鐘鍾CSD＜AOS2000PPa6b＞）、統計生産者と銃叶
利用者との対話･連携の強化が、銃計活動の発展にとっ

て不可欠であるという麗臓が浸透しはじめていることで

ある．銃9f利用者・労働者運動・市民運動サイドから政

府統叶を検討するスタンスから問題を提起してきた当学

４３続計制度の品質評価をめぐって

(1)－国の統Bf制度は、国連レベルでも,国内的にも絶え

ず崎駿されてきた。その国の歴史的・tt会IiuGにそって、

様々要因が統計制度・統計活動を規定してきた。しかし、

以上に見た国際的姶殿に照らすと、①tt会変動が若し<、

また世界規模の社会問題が問われる今日の段階で、改め

て統計活動・制度の在り方が検討されていること、②そ

こでは、自律性－ここでは、集中型統:f組織がより高い

評価を与えられる－，専門住や革新性、銃:f利用者への

サービスの強化、国際笛力ｄ武献他多面的な要素が基鋼
とされていることに注目したいｂ

(2)睡囮とＵＰｗ“にはじまる一連の蹟駿は全体として興
味深い．

①耐cEto"omlJfが分散型と蕊中型の対比をうちだして

いる点も興味深い。集中型の優位性は再度考慮されてよ

いと考える。〃gEm9"“の指標は一面的だし、GDPの

改定率を使っているのは、極めて表面的である．しかし、

国9日偶l関や主要国の銃叶関係者の評価を中心におくこと

によって、多くの銃叶関係者が抱く実際の感じとかなり

一致している結果戦したのでないかのでないか､と思
われる．しかし、呼価に加わった統計関係者による評価

内容が公開されていない点で、問題は磯ろ．

I;B２



4.4今後の厘題一若干の示唆

今後のこの1頁域における媒皿は、一百で目えば、綻叶

研究のすぺてにおいて、これら銃叶の品質lfi鐙を意厳し、

地方、国家、国際のレベル璽実の生産されている続叶デ

ータと実際に展開している統計サービスの改善に寄与し

ていこうということである。統計データや統計制度の品

質に関する国際的践議の弱点一したがって我々が鉱視す

ぺき点一の艇つかは、これまでに捻摘した。Ⅲ彼は避け

てその他の幾つかの点を目kR7しておきたい．

(1)社会綻叶学的研究は、統計生産物(側b綴生産物：一Zu:［

肝データ、加工統計、分析結果数位、中間生産物：統叶

基畑や統叶方法、統計指標)、統計行政・刷度、また、曳

爽の続叶による分析に関わっている。現実の統計による

分析の源にも、そこで用いられる統叶手法と使用続叶デ

ータの品質を問うことによって、銃叶制度に及ぶ蹟霞に

関わることができる。統計生産物や銃計制度・行政をと

りあげている研究は、本報告で紹介した広い視角での品

質堕騒を念IUJにおくことによって、より広い連関の下に、

多面的で、現実的な検肘を行いうることになろう。

(2)この租合、統計生産物の検討は、統計制度との述挽、

品質岬成要素間のトレードオフ関係を考慮して行われる

ことで、呪翼的改善策を提起しうる．B8Iii溢的検BibO8制

度菌的検討と連携しなければならない．もちろん、この

ことは、現実の銃:１－制度・活動を固定的に前提してしま

うことを庖味しない．各レベルでの銃計活動・制度・政

策の、これもまた現実的な改善策・改讐方向を提起する

ことも不可欠なのであり、相互関係を零慮しながら検肘

すべきということである。

(3)この検討は、地方統計、中央政府関係（＋民間）統計、

そして国際（国原地域と世界）のレベルについて行われ

るぺきである。このうち、日本での研爽Hzq届では、地方

統計と国際綻叶の検討に弱さがあるように見える。既に

ふれたように、国際橿関の続叶活動とウニップサイトの

活用、そして双方向購駿を誘う問題提起は念である。こ

こには、画一的統計・指標のおしつけの危倶もある。日

本、アジアの国民的立場や草の根の動きを吸い上げなが

ら、必要なスキルをみがきながら、これに対応していか

なければ、国際統計の批判・改善はおぼつかない．また、

アジア・太平洋地域の銃計および統計活動の検討および

研究の連挽が不足している。

(4)このように腺四をたてると、学会としては、有志のイ

ニシャティブに発する研究部門の股定、日本統叶学会や政

府統計旗とのX上段的な連携を通じての統叶の改普、そし

てアジアの銃叶研究者や政府統計家との交沈を通じての

相互理解の深化や日本からの叉飲，尋々が必要になる．

アジアとの連携に関しては、当学会や関連学会の人的資

源の活用と支援がはかられる必要がる．

②deVtLsのこの践文も、多くの問題点を持つ。銃:I制

度の評伝対寸;&になる楊成要素＝項目は、1,,0年代前半の

原理に基づいてしまったために、現在の国際的姶象の到

達点から見ると弱い．一画では、国民サイドからの視点

が弱いのである．統計データに関しては、このように遅

済統計に侶遮した項目を提示するセンスが疑われる．綻

計活動が塵済以外の分野で強化されるぺきとされている

ときに、環境、ジェングー、篇煩労鋤やヴォランテイア

活動、人権、竿に関わらないマクロ的基礎経済統計に絞

っていること、項目を列単Rrろだけで立ち入った税関が

ないことは肯定しがたい．項目間の独立性も深刻な弱点

である。何故、lbl度が２５項目、銃81-データが10項目か、

ウエイト選択には意見の一致がないからといって、自ら

等ウエイトを選択しているのは自己矛盾である．その上

で、自己評債に蝿藩しているが、監督者が自分の里謡責

任下の制度について自己岬価することが可能なのか．そ

して、緯合点を想定してしまっている。

③スイス統:f連邦局艮がその制度の評価をカナダの続

計家に委ねたのは、この$tみにまでいたった脈絡・背紫

をもう少し検除ける必要があるが、とにかく大胆な試み

である。ここでカナダの醇価者たちが設定した基準（統

計活動・制度の品質の撫成要素）は、このBtみの限界か

らであろうか、先に②で指摘したと同じような弱さを持

つ。国民サイドからの視点は、②よりは汲みあげられて

いるが、経済続計をi湿れて、広く社会銃叶の必要性を見

た上での、またジェングー角度を血祝しての、統計デー

タの質の評価はない．２０世紀の鮫終４半世紀の国際統計

界を指導したメンバーの弱さであろうか。しかし、カナ

ダでの梨中型の遅駿に照らしてと思われるが、自律性の

一層の強化、スタッフの分析能力強化等の必要をはっき

りと勧告している点、またスイス統計局長がこれらの勧

告を積極的に受け止めようとしている点は注目すぺきで

ある。

⑥一国統:f制輿の呼価を麹的な他国の統計家に委ねる
というケースは、今後、統計活動の中進国・途上国にお

いてありうるかも知れないが、合衆国や日本においては

ありえないだろう．しかし、一国の統計Hn度・銃計活動

を多面的に、また縫合的に評価することは、この際、大

いに活発化して良いことだと考える。日本についてなら、

いわゆる中・長期構想にうたわれている諸点の革新の遅

れ、そしてこの中・長期構想自体が、国際的な統計制度

の品質評iHiの要素をどれだけ包括したものだったかをふ

くめての購謡、である．ここでは、国際喧騒といわなく

ても、労働運動、国際・国内ＮＧＯの賭邑験に照らして、

また日本の統計関連学界での瞳肇や蓄積に照らしての検

肘でも良い．

川;Ｉ
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【海外統計事憎】

統計の品質の関する総合的な枠組みの提示一政府統計に11

おける品質に関する国際会議(ThelnternatiOnalConferenceon

QualityinOfficialStatistics）

－ストックホルム，2001年５月14～15日一

伊藤陽一．

日，火昭日）には．９:45～10:45に６つの併行

セッション（第22～27)，１１:00～12:45に，

６つの併行セッション（第28～33)，昼食後

の14:30～16:15に，５つの併行セッション(第

34～38)．ブレーク後の16:30～17:15に，全体

会議（第39セッション）が配囮された。全体

会議を除いて各セッションとも，司会者が５

分弱の挨拶をした後で．１人20分間の報告が

３つあり，討鵠者（１人～２人）が20分，フ

ロア肘鵠が20分で，１セッションは合計1時

間45分で迦営された。会議参加者には，登録

時に要旨集（ウエップサイトでは，ｗｗｗ・

q200Lscb・se）と，８０弱のフルペーパーを褐

戦したＣＤ－ＲＯＭが配布された。

表記の会議が，2001年５月14～15日に，ス

ウェーデン統計局（StatisticsSweden）と

ヨーロッパ迎合統叶局（Eurostat）の主催，

スウェーデン政府の支援の下に，ストックホ

ルムのCityConferenceCenterで開催され

た。1990年代にとりわけ検討が深められ，広

がりをみた「統計の品質」鎗賎に関して，そ

の全体的枠組みと主要瞼点の全体像を提示し

た会議であった。この概要を，海外統計事情

として伝えておくに値すると考えた。

１．会灘の概成会鱗のしめくくりでのアナ

ウンスに関する私のメモでは，報告数は117,

参加者数は37ヵ国から339人であった。日本

からの参加は，参加者リストによれば，福井

武弘(総務省統計局),KoujiKuwahara(日

本銀行)，MsahiroKobayashiと伊藤陽一

の４人であり,他にTetsuoYamada(UNmO）

がおられた。

会議は，第1日目（14日，月曜日）に，９

時から10時までの全体会膿（セッションｌ）

のあと，１０:15～12:00の時間帯に併行セッ

ションが６つ（第２～７)，昼食後の13:45～

15:30の時間帯に，７つの併行セッション（第

８～14)，ブレーク後の16:00～17:45の時間

帯に７つの併行セッション（第15～21）が開

かれた。午後８時からVasaMuseumでの

ディナー・パーティがあった。第２日目（1５

・法政大学経済学部

〒194.0912八王子市綱ガ丘2-37-8

２．セッションのテーマSessionl8（以下

では番号のみ）P1enarySessiom2：

Framework，３:Circulationｏｆ・Infor・

mation，４:QuestionnaireDesign，５：

SamplingandVarianceEstimation１，

６:ImplementationofQualityManage‐

ｍｅｎｔＬ７:Evaluation,８:ＤａｔａQuality,９８

AuditingandSeI-assessment，108

Imp1ementationofQualityManagement

lL11:SamplingandVarianceEstimation

lL12:FinancialData,13:ProcessCOntrol,

14:ImprovementProjects，１５:Quality

andCustomersL16:CBMandMinimum

Standards，１７:Cross．、ationalSuTveys，

1:〕７
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18:NonresponselD19:BusinessStatisticso

20:ＤａｔａProcessing，２１:DataCoUection，

22:Documentationl023:Strengthsand

WeaknessesofESS，２４:Imputationo258

QualityandCustomersll，２６:Error

Modelling，幻:QualityAssurance，２８：

QualityManagementModels，２９：

CustomerSatisfactionSurveyｓ１，３０：

QualityRePorts，３１:Analysis，３２：

EconomicStatistics,33:Qualitylndicators

inSocialSurveys，３４:Implementationof

Qua1ityManagementlll，３５:Business

RegistersandMacroEconomics，368

DocumentationllO37:CustomerSatisfbLction

SurveyslL388Nonresponse

ツ，イラリア，ギリシャ，オランダ，ポルト

ガル統計機関から各１名，イギリスと

Eurostatから各２名であり，ノルウエイと

アイスランドとともにその他のEU諸国が

「ネットワーク国」として連携したという。

今回の会譲の最終セッションで紹介された

LDGのメンバーには,女性が多く，多くは３０

代から40代のように見えた。

その第１回会議ではLEGの任務が定めら

れた。すなわち，品質問題のフレームワーク

を定蕊する,検討されるべき主要な要素(key

elements）を確認する，ESS内でのこれら

要素の情況に関する情報を収集する，国家統

叶機閣内とESS内での改警方法を例を以って

示す，ESSに対して今後の行動を提案する

ことであった。2000年５月31日に中間報告が

出されたが，このとき，その最終報告は，政

府統計における品質に閲する国際会議，すな

わち今回のストックホルム会艤に提出するべ

きことが決められた。

ＬＥＧは全８回の会蟻を開いた。ＬＥＧの会

駿でのトピックスは，品質フレームワーク，

８つのLEG国と８つのネットワーク国での

品質作業の情況，品質と顧客，ESSの強さと

弱さ，データの品質，異なる品質管理モデル

とその相互関係，評価の道具，現在の最善の

方法（CBM8CurrentBesCMethods）と

最低基準，ドキュメンテーション，情報の配

布，国家統計機関での品質管理方法の実施，

ESSに向けての品質宣言，であり，ペーパー

が用意された。このＬＥＧによる24の勧告を

ふくむ報告は，2001年秋にヨーロッパ議会で

最終決定をみるが，最終報告の内容が固まっ

た時点で，今回の会蟻がもたれたのである。

３．会鍛への経過と鏡点1990年代にこの

テーマに関する国際的動きが強まり，

Eurostatも報告書をまとめた【伊藤（1999）

統計研究参考資料（日本統叶研究所）No.61，

伊藤(2000)全国総会報告・配布鎗文参照】。

改めて1999年から，ヨーロッパのレペルで，

より広いフレームの中での主要問題に関する

検討があり，今回の会議は，その結果を最終

局面で公開し論議しようとするものであった。

第一セッションでの冒頭報告にそって経過を

示す。

1999年にスエーデン鍼十局が，ヨーロッパ

統計システム（ESS:EuropeanStatistical

System-Eurostatとこれと迎換する各国統

計機関）内の統計の品質改善に関する提案を

し，統叶の品質に関するリーダーシップ・

ループ（LEG【レグと発音】：Leadership

GrouponQuality）を股画することを提案

した。ＬＥＧの目的は，ESSの品質活動に関

して，その課題をより詳細にし，幾つかの勧

告をする，というものであった。

1999年３月11日にＬＥＧの股囮が正式に決

められた｡委員長はスエーデン統計局のLars

Lyberg，そしてメンバーはフランス，ドイ

４．会騒の内容的特徴・注目点会議で箪者

が立ち会ったのは，1,2,8,15,23,28,34,39の

セッションでの25本ほどの報告，討論者の論

賎とフロア討議である。この会議をふくめて

ESSとその他諸国での鶴霞と実践に関しては，

]３８
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改めて腰をすえて検討し，日本での統計活動

等を考える必要があるが，ここでは会議の特

徴を華者の全体的印象によって述べる。

第一。品質鎗護の全面化と枠組みの提出。

統計の品質に関する論議と行動の全体的枠組

みがここに至って示されたといえる。すなわ

ち，(1)まず統計生産物そのものの品質

（productsquality：品質の構成要素論議

をふくむ）が中心部分にあり，これを測定な

いし記述して，品質報告書または品質宣言で

公開する。(2)この品質を生み出す，あるい

は改警を迩成するためにプロセスの品質

（processquality）が問題になる。この過

程へは，一般の企業活動等で採用されている

総合品質管理（TQM）など品質管理の見地，

モデルや手法一すなわち,顧客中心,リーダー

シップ，すべてのスタッフの参加，プロセ

ス・オリエンテーション，チームワーク，ス

タッフの開発，継続的改善。等の見地．品質

管理システムのモデルーなどが導入・適用さ

れうる。関連して(3)生産物やプロセス管理

の評価のツール・方法や組織もとりあげられ

るし，(4)生産物・I間報の配布も問題にされ

た。

第二。一般の企業の品質管理基準やモデル

との対応。このような総合的な品質改善・品

質管理の枠組みと内容の詳細化，および実践

指針の作成に際しては，上にも述べたが，既

に開発され，実施されている企業等の品質管

理実践やモデル，すなわち，ＴＱＭ，国の品

質表彰基単，ＥＦＱＭ，バランスのとれた得

点カード，ISO等との関連が当然ながらでて

くる。これらのうち，トータルなものとして

国際的・国内的に注目され，実行されている

ISOとの対応を正面から論じる報告もあった。

ISOに関しては，これまで,品質の規定でISO

の定義が引用されていたが，ISI，ＩAOSあ

るいはEurostatでの統叶の品質論議では言

及は少なかった。今回の会護では，一般企業

の品質管理モデル等との対応での鎧蟻が目

立った。今回のＬＥＧの作業は，統計の品質．

論議を，企業での生産物やサービスの提供に

関する品質鵠蟻と同じレペルのものにした。

便利な図ないしフローチャートも提出された。

第三。これら鵠蟻とともに品質改善の実際

的前進が問われる。ＬＥＧは関連諸国の品質

改警活動を調査し，会強でも各国の実践例が

報告された。全体としては，品質管理の個別

部門での品質管理は広〈に及んでいるが，品

質の全体的なシステム管理については，意識

の高まりはあるが，使用している国は８ヵ国，

検討中は３ヵ国，使用しておらず検討してい

ない国が５ヵ国とのことで，使用している国

も最近開始したケースが多いという。次に，

これらの品質管理の全体的，個別的採用に

よって，具体的に,統計の品質がどう改警さ

れたかが問われる。ここでは『その具体的前

進が，十分に示されたようには見えなかった。

とはいえ，この会蟻は，銃:１．の品質につい

ての総合的な枠組みとその主要な樹成部分を，

はじめて全体的に示したと見てよいと思う。

個々には,統計の利用者本位であるとか，情

報の十分な伝連とか，雛f活動の公開性とか，

これまで，箪者も重視した要素が組み込まれ

ている。これらが全体として統計活動の中で

実施されるなら,統叶活動の新た蚊展開を期

待できる。この動きは本学会が研究の主要な

柱としてきた（統叶の真実性鯖蟻を含む）統

計生産鑓，銃:ナデータ鯰，統叶制度鈴などと

関連する問題である。これら鯰鱗と実際の動

きは十分注目するべきだろう。この会議の全

内容はこの秋に示される予定である。
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